
 

 

令和５年３月２３日 

                                              四 国 電 力 株 式 会 社 

 

伊方発電所３号機 １次冷却材中のよう素濃度の上昇について 

（漏えい燃料の特定調査の結果） 

 

 通常運転中の伊方発電所３号機（定格電気出力８９万キロワット）の１次冷却材系

統（管理区域内）において、令和４年３月１８日１７時４３分、１次冷却材中のよう

素１３１濃度が通常より上昇していることを確認しました。 

よう素１３１濃度は、保安規定に定める運転上の制限値を十分下回っており、運転

継続に安全上の問題はありませんでした。また、本事象による環境への放射能の影響

もありませんでした。 

（令和４年３月１８日 お知らせ済み） 

 

その後、監視を強化して安全に運転を継続し、令和５年２月２３日に運転を停止す

るまでの間、安全上の問題はありませんでした。また、本事象による環境への放射能

の影響もありませんでした。 

 

同日開始した第１６回定期検査において、原子炉容器より燃料集合体を取り出し、

全数（１５７体）について漏えい燃料を特定するための調査（シッピング検査※）を

実施しました。その結果、燃料集合体２体に漏えいを確認しました。 

 

漏えいが認められた燃料集合体は、再使用せず、使用済燃料ピットで適切に保管し、

今後、当該燃料集合体について更に、詳細調査を行います。また、今回漏えいが認め

られた燃料集合体は２体とも同タイプであり、他の同タイプの燃料集合体についても、

今回の定期検査後の運転期間では使用しないこととします。 

 

※ 燃料検査ピットに設置されている検査容器内に燃料集合体を１体ずつ入れ、容器内に窒素

ガスを送り込み、循環させてガス中の放射能濃度を測定するとともに、容器内の水の放射能

濃度を測定して、燃料集合体の漏えいの有無を判定する。 

 

（添付資料） 伊方発電所３号機 漏えい燃料の概要 

以 上 

https://www.yonden.co.jp/press/2021/__icsFiles/afieldfile/2022/03/18/pr008.pdf
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伊方発電所３号機 漏えい燃料の概要 

 

 

 

【燃料概略図】 【漏えい燃料装荷位置図】 

（原子炉上部から見た燃料配置） 

【系統概略図】 

※従来から使用しているタイプ。当社は設計改良を
施した新しいタイプへの取替を順次進めている。 
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